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研究成果の概要（和文）：研究の蓄積の浅い、戦間期ポーランドの亡命ロシアの文学活動の実態について明らか
にした。とくにロシア象徴派の詩人でありながら反ボリシェビキの急先鋒としてワルシャワの亡命ロシアで中心
的役割を担ったドミートリイ・フィロソフォフとフィロソフォフの結成したサークル「コロムナの家」、そのサ
ークルに参加したロシア及びポーランドの作家たちの創作活動の実態、のちにパリに移住し亡命ポーランド系雑
誌編集主幹となるユゼフ・チャプスキの活動や、亡命者たちの交流について調査し、創作への影響等について分
析を加えた。

研究成果の概要（英文）：Little is known about Russian Diaspora in Poland.  I investigated a rarely 
studied “Russian Poland” in Interwar period, paying attention to Russian &Eacute;migr&eacute; 
literature circle “Domek w Kolomnie” in Warsaw.

研究分野：ロシア文学、ポーランド文学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ロシア革命後に欧州を中心に生まれたロシア・ディアスポラに関する先行研究の多くは、パリ・ベルリン・プラ
ハを扱っているが、ポーランドの都市について、研究はほとんど進んでいない。筆者は研究の蓄積の浅い戦間期
ポーランドの亡命ロシアに着目、ワルシャワに亡命ロシア文学サークルを結成し、亡命ロシアの中心となったド
ミートリイ・フィロフォフォフと、そのサークルに参加し、のちにパリに居を移して亡命ポーランド系雑誌の編
集を務めた亡命ポーランド人ユゼフ・チャプスキを中心に調査を進め、ポーランドの亡命ロシア人の文化活動
や、亡命ロシア人とポーランド人の交流について明らかにした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

1920年代から 30年代にかけて、亡命ロシア文化が花開いた中心都市として、ベルリン、ベ
オグラード、パリ、プラハ、ハルビンがよく知られる。戦後、アメリカに世界の亡命ロシアの
拠点が移るまで、これらの各都市には亡命出版社が設立され、新聞・雑誌を刊行、亡命ロシア
の政治的状況や文化活動を国内外にひろく喧伝した。新聞や雑誌は亡命文化にとっての中心的
メディアだったが、これをおもな活動の場とした亡命ロシア作家の文学は、亡命研究のなかで
も圧倒的な蓄積を誇り、アダモーヴィチ、ストゥルーヴェ、ステプーン、ウェイドレなど、古
くから錚々たる文学者が数多く分析の対象としている。フランス、ドイツ、ユーゴスラヴィア、
チェコ、そして中国や日本における亡命ロシア文化については、したがって、これまでに十分
に詳細な研究が積み重ねられており、近年は研究テーマが世界的に細分化される傾向にある。
本国ロシアでも亡命文化はブームとさえ言え、例えば「パリの亡命ロシア」一つをとっても、
著名な亡命作家による回想・書簡や、初公開のアーカイヴ資料を含む亡命出版社・雑誌研究な
ど、重要な書籍の出版が相次いでいる。その一方、ワルシャワもまた、亡命ロシア文学の拠点
であった。十分に多くの作家や詩人がこの街に居を構え、創作を行い、同人として文学クラブ
に集ったことが知られている。ところが、ワルシャワや、ポーランドの他都市の亡命ロシア文
化サークルは、パリやベルリンに比して規模が小さく、それゆえにこれまでに本格的な検討の
対象になっていなかった。 

 
２．研究の目的 
本研究は、おもに戦間期パリの亡命ロシア文化の再検討、及び、ポーランドの亡命ロシア文
学の特質を明らかにすることを目的とする。前者の研究の蓄積は厚いが、それにもかかわらず、
アレクセイ・レーミゾフのとくに晩年の活動については、資料の散逸などの理由から、他の亡
命作家らに比較して遅滞が見られる。筆者は、レーミゾフ資料のロシアのアーカイヴ調査に加
えて、これまでほとんど注目されてこなかったポーランド人との交流に着目、ポーランド語に
よる資料収集にも努めて、亡命ロシア文化研究に対する新味ある貢献を目指した。 
また、亡命ロシア文化への近年の世界的関心の高さにも関わらず、ポーランドにおける亡命
ロシア文学について、ポーランド、ロシアも含めた国内外に本格的研究がきわめて少ない。個
別の作家研究には一定の蓄積があるものの、ギッピウスやメレシコフスキイ、サヴィンコフ、
アルツィバーシェフと言った著名な作家の、該当時期の一部の作品分析に限られ、また彼らと
ポーランド側の相互的影響についての分析も不十分である。両亡命文学を俯瞰的に眺めつつ、
詳細に踏み込み、これまでに知られていなかった作家・作品の発掘も目指した。 
 
３．研究の方法 
 
（1）戦間期ポーランドの亡命ロシア文学の作品分析と評価の分析 
（2）受容・評価調査のため、亡命ロシア文学に関する記述をポーランド語新聞・雑誌等、同時
代人の言説から収集、分析 
（3）戦間期ポーランド文学の文学的手法・傾向の分析と再定義、国内外での評価の分析 
亡命ロシアとポーランド及び亡命ポーランド研究はこれまで個別に行われてきた。本研究は両
者の有機的連関について明らかにするものであり、（1）から（3）を同時並行的に行った。 
 資料収集は主にポーランド国立図書館（ワルシャワ）、ロシア文学博物館アーカイヴ（モスク
ワ）、北海道大学図書館で行った。 
 
４．研究成果 
 
（1）ロシア文化の意義を深く理解し、多数のロシア知識人と交際、ロシア思想や芸術を独自の
創造的源泉としたポーランド知識人として、画家・評論家のユゼフ・チャプスキ（1896-1993）
に関する新しい知見を得た。これまで、彼が受けたロシア文化からの影響については指摘され
ていたが、本研究により、一方向的影響関係ではないことが示された。仏・露・ポーランドの
亡命社会を往来し、ロシア文学のポーランド語への翻訳なども行った彼は、亡命ロシア人たち
にポーランド文学の講義を行うなど、両文化を架橋する役割を担っていた。 
 
（2）亡命ロシア人アレクセイ・レーミゾフとユゼフ・チャプスキの交流について、モスクワの
アーカイヴ調査で得た新資料により明らかにした。 
 
（3）亡命ロシア人で、のちにポーランド語作家となったレフ・ゴモリツキの活動初期のロシア
語長詩「ワルシャワ」を分析、両国語で創作した芸術家のアイデンティティ創出の軌跡を追っ
た。 
 
（4）ロシア象徴派詩人ドミートリイ・フィロソフォフ主催のポーランドの亡命ロシア文学サー
クル活動について詳細を明らかにし学会報告した。これに関連して分担研究者ピョートル・ミ
ツネル氏（ステファン・ヴィシンスキ枢機卿、ワルシャワ）を招聘し、講演会を開催した。 
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